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2.7 事業費管理 

事業費とは、事業の推進に必要な費用のことであ

る。事業費管理では、次年度以降の事業費を工区

別・年度別整理した、残事業費管理シートの作成を

行う。(表 2.5) 

残事業費管理シート作成では、はじめに次年度

以降の残工事数量と数量に対応する単価を整理し、

工事費の算出を行う。この時点では、あくまで残工

事費のため、工事費に対し、必ず経費率を乗じる。 

経費率とは、測量費・設計費・用地買収費・リスク費

等の工事費以外に必要となる金額を想定して定め

た乗数のことである。近年は物価の急上昇等により、

資材単価が上昇し続けているため、それを見越した

経費率を設定する場合がある。経費率は発注者と協

議の上、事業費に過不足が発生しないように考慮し

て設定する。 

以上のように、残事業費管理シートで事業年次毎

の事業費を整理することで、今後の予算配分の見通

しを立てることができ、円滑な事業推進が可能となる。 

 

表表 残残事事業業費費管管理理シシーートト

 

2.8 関係機関協議 

1 業務フローで記載した通り、関係機関協議は業

務を推進する中で適宜対応が必要である。そのため、

協議実施状況が煩雑となり、把握が困難となるため、

関係機関協議スケジュール表を作成し、協議漏れ

等による事業遅延を抑制する。(表 2.6) 

関係機関との協議は、単年度では対応できない

場合が多いため、できるだけ早期に協議を実施でき

るように調整する必要がある。 

表表 関関係係機機関関協協議議ススケケジジュューールル表表

 

 

 

3 まとめ 

本稿では、施工計画検討業務の概要・手順を簡

略的に示しているため、記載している内容以上に検

討等が必要な業務である。 

施工計画検討業務は、事業の進捗を左右する重

要な業務であり、取り扱っている事業費は数百億円

以上になる場合もある。これらのことを意識して、業

務に取り組んでいただきたい。 

業務フローは一般的な手順を示したものであるた

め、多くの場合は順番が前後することや同時に対応

が必要となる。施工計画検討業務を円滑に推進する

ためには、柔軟な対応力と判断力が求められる。い

ずれも、業務経験がなければ培うことができない能

力である。業務未経験者や若手技術者は、必ずベ

テラン技術者の指導のもと業務に取り組むことを強く

勧める。 

 

なお、本稿で紹介した施工計画検討業務の概

要・手順については、事例の一部を抜粋して作成し

たものであるため、あくまで参考として閲覧していた

だきたい。 

 

 
 
 
 
 

 

 交通事業本部 交通第２部 佐々木 和輝 

 交通事業本部 交通第２部 塩原 龍法 
 

橋梁の設計・施工・維持管理では、現地状況により様々な制約があり、架橋位置の特性に応じた

計画が求められる。国土交通省が推進する BIM/CIM は、様々な現地状況を仮想の 3 次元空間に
再現可能であり、制約条件の厳しい橋梁計画では、特に効果的な活用が可能である。本稿では、

複雑な交差条件下の橋梁計画において、BIM/CIMを効果的に活用した事例を紹介する。 
 

1 はじめに 
橋梁の設計･施工は、狭隘な空間での施工や夜

間作業等、現況交通や現地状況から様々な制約を

受けるため、現地状況を詳細に把握し、架橋位置

の特性に応じた計画が求められる。 
国土交通省では、建設現場の生産性向上を図る

i-Construction の取組みとして、調査・測量、設計

段階の建設生産プロセスから 3 次元データを活

用した社会資本の整備・管理及び Society 5.0 にお

ける新たな社会資本整備を見据えた建設生産・管

理システムの高度化及びインフラ分野の DX（デ

ジタル・トランスフォーメーション）実現のため

BIM/CIM（Building and Construction Information 
Modeling）の適用拡大を進めている。 
橋梁設計においては、従来より 2 次元図面を活

用し、設計・計画が行われているが、様々な現地

状況を仮想の 3 次元空間に再現可能な BIM/CIM
の活用は、制約条件の厳しい橋梁計画では、特に 

  
効果的な活用が可能である。本稿では，交差物件

から様々な制約を受ける架橋特性を有する橋梁

詳細設計における、CIM の活用事例を紹介する。

2 対象橋梁の計画及び設計 

2.1 橋梁諸元 
橋梁の基本諸元・条件を下表に示す。 

道路規格 第 1 種第 3 級 
橋長 L=281.0m 
支間長 l=69.0m+60.0m+55.0m+54.0m+41.0m=279.0m 
幅員構成 W=12.270m 
上部工形式 5 径間連続鋼合成少数鈑桁（3 主桁） 
下部・基礎工

形式

A1 橋台：逆 T 式橋台（直接基礎） 
A2 橋台：逆 T 式橋台（場所打杭基礎） 
P1-P4 橋脚：梁出式橋脚（直接基礎） 

交差物件 国道交差点 
普通河川 
市街地通路 

 
 
 
 

Examples of seismic reinforcement of existing substructures 

橋橋梁梁設設計計ににおおけけるるCCIIMMモモデデルル活活用用事事例例  

図 橋梁概要図

φ

汚

汚

汚

汚

物置

社宅

灯油タンク

φ

看

ｸ ゙
 ﾚ ー
 ﾁ 
ﾝ ｸ
 ゙ 

ｸ ゙
 ﾚ ー
 ﾁ 
ﾝ ｸ
 ゙ 

蓋
無

蓋
無

手水鉢

社

大山祇神社

木
柵

汚

汚

汚

汚
汚

汚

大型広告板

車庫

国富労働組合

望煙クラブ

ｺ ゙ ﾐ 
ｽ ﾃ ー 
ｼ ｮ ﾝ 灯油

工
事
看
板

汚

前
幹

局

カ
メ
ラ
柱

雨木
柵

φ

φ

外灯

下
汚
散
量

×

×

前
幹

局

右

ガスタンク

φ

蓋
付

Ｔ
看板

信号柱

引込柱

幹

右

東

土のう

ガードケーブル

ガ
ード

パ
イ
プ

信号柱

幹

右

東

床固

信号機電源

付加装置

幹
東

雨

信号柱

信号柱

信号柱

φ

φ

φ

花

花

花

花

大型案内標識

大
型
案
内
標
識

案内看板

ガードレール

信号柱

Ｈ

φ

タンク 不明物

距離標

引込柱

雨

照明盤

至
倶知安

至

岩
内一

般
国
道

号

φ

蓋付

×

鳥居

灯
油
ﾀ ﾝ
 ｸ 

桝

車
庫

案内表示板支柱

桝

φ

ｺ ゙
 ﾐ ｽ
 ﾃ ー
 ｼ ｮ
 ﾝ 

ｺ ゙
 ﾐ ｽ
 ﾃ ー
 ｼ ｮ
 ﾝ 

ｶ ゙ ー
 ﾄ ゙ ﾛ

 ー ﾌ ゚
 

桝

ｾ ﾝ
 ｻ ー
 

ｸ ゙
 

φ

東
幹

ｺ ﾝ
 ｸ ﾘ
 ー ﾄ
 建
物

物

東
幹

右

局
前
幹

右

物

案内表示板支柱

物

物

ｼ ﾏ ﾂ ｹ ﾅ ｲ 川

制
水
弁

モニュメント

住宅

空洞

道
管
（
管
径
不
明
）

水
道
管
（
管
径
不
明
）

稲穂

稲穂

稲穂

国富北

稲穂

国富北

国富北

国富北

橋 長

桁 長
支間長

信
号
標
識
見
通
し

至 余市

至 倶知安

至
岩
内

至
倶知安

（道路盛土）

推定支持層線

（造成盛土）

φ

×

支間長

桁 長
橋 長

至 余市

至 倶知安

一般国道 号
至 余市

神社

通路
通路



17

2.2 橋梁計画概要 

(1)  路線概要 
対象の倶知安余市道路は、後志自動車道のうち

倶知安町から余市町を結ぶ延長 39.1km の一般国

道の自動車専用道路である。北海道横断自動車道

（余市～小樽）と一体となり、後志地域と新千歳空港

や苫小牧港などを結び、後志地域における世界水

準の観光地形成や多種多様な食の生産空間の維

持・発展を支援するものである。 

 

(2)  景観概要 
対象路線は日本百名山である後方羊蹄山・ニセ

コ連邦をパノラマで視認する走行環境を有し、地域

の自然や営みの景観を感じさせる道として、景観の

保全に留意することが求められている。 

景観保全については、架橋箇所の地域特性、景

観特性、視認性に応じ景観整備対策が必要であり、

対象橋梁は、国道交差点や市街地を通過する区間

のため、景観に配慮した設計を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

(3)  橋梁設計概要 
本橋は、同路線のうち急峻斜面裾野部の市街地

に位置し、国道交差点と立体交差する架橋特性を

有する橋長 281.0m の 5 径間連続鋼合成少数鈑桁

橋であり、国道交差点、普通河川および市街地通路

を跨ぐ架橋特性を有する。

 

(4)  施工計画概要 
～ 橋脚については市街地や河川近傍への

造成となり、地下水位が高いことから、「切梁式

鋼矢板締切工」による施工とし、上部工架設につ

いては、「トラッククレーンベント工法」による

計画としている。

なお、第 5 径間が国道交差点と交差し、A2 橋

台は現況交差点内に造成するため、橋梁架設と交

差点改良を同時施工にて計画している。また、施

工時は A2 橋台背面側に迂回路を造成し、交通切

回しによる施工時交通確保を行う計画とした。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 モデル架橋状況

完成時全景状況

完成時側面状況 現況交差点状況（橋梁重ね）

施工時

迂回路位置

 
3 CIM 活用事例 
3.1 信号見通し確認 

第 5 径間は国道交差点部への架橋となり、施工

時は仮道による交通切り回しが必要となる。現道

交通への影響から、交差点部の施工期間短縮によ

る国道交差点の早期開通が求められた。国道に近

接する P4 橋脚を交差点への最接近位置とし、将

来維持補修時に交差点信号見通し確保可能とな

る橋脚配置に計画することで、側径間長を極力短

縮し、仮道利用期間の短縮を図った。 
従来の信号見通し検討は、平面図上にて視点位

置より対象物の視距ラインが阻害されないかの

検討となり、具体な視認性確認が困難である。 
本業務では車両走行 CIM モデルを作成し、走

行車両からの信号見通しの可視化確認を実施す

ることで、視認性確保および供用時の交通車両の

安全性向上に繋がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2 維持管理動線検証 

従来の点検経路検討は、平面・側面図上で点検

経路に該当部の着色や、矢印、コメントを記載する

方法が多く用いられる。しかし、この方法では概略的

なルート理解はできるが、桁下の検査路空間や移動

時の不具合等について詳細な把握が困難である。 

これらの問題を解決するため、本業務ではCIMモ

デルから点検時のシミュレーションを行い、計画した

点検経路の確認を実施した。特に下部工沓座部周

辺は桁や支承に加え、下部工付検査路や流末処理

排水管設置により、狭小な空間となることから、CIM

モデル活用を行うことで、点検経路確保について、

より具体的な確認が可能となった。 

 
 
 
 
 

 
3.3 景観性の検証 

本路線は羊蹄山・ニセコ連邦を眺望する走行環

境にあり、景観保全を目的とした景観整備が必要と

されている。対象橋梁は、交通量の多い国道交差点

と立体交差し、市街地より広角に視認されるため、周

辺景観に配慮した桁塗色の採用が必要である。 

桁塗色検討については、現地でパネルを使用し

た実物色の検討方法があるが、この方法では、架橋

時の具体的なイメージ把握が困難である。 

本業務では CIM モデルを用いて具体な架橋イメ

ージを作成し、周辺景観に配慮した桁塗色の検討

を実施した。検討の結果、周辺風景との調和に優れ、

明るい桁色により、存在感・圧迫感が軽減される桁

塗色「オフグレー」採用の妥当性を確認した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.4 日照阻害 

架橋に伴い一部近接家屋への日照阻害が生じる。

日照阻害は、午前 9 時～午後 3 時のうち、日陰とな

る時間が 3 時間以上となる場合に対象となる『公共用

地の取得に伴う損失補償基準要綱の施行について（昭和３７年６

月２９日閣議了解）第三』に規定されているため、本橋架

橋箇所における日照阻害時間の検証を実施した。 

近接家屋への日照阻害検証として、3D モデルを

用いた時間毎の日陰位置の確認を行った。検証の

結果、近接家屋に対する日照阻害時間は、約 2 時

間（AM9:00～AM11:00）であることが確認され、日照

阻害に該当しないことを確認した。 

 
 

橋脚部交差点部 橋脚部交差点部

＜午前 時＞ ＜午前 時＞ ＜午後 時＞
家家屋屋にに影影かかかかりりななしし家家屋屋にに影影かかかかりり有有りり家家屋屋にに影影かかかかりり有有りり

図 信号見通し検証モデル

図 維持管理動線確認モデル

表 桁色検討表

図 日照阻害検討モデル

※風景との調和は、周辺の新緑や紅葉（彩度7.0程度)より目立つことがないか確認。
　⇒ いずれも彩度0.5～1.0 で問題ないことを確認。

候補色 美笛グリーン
【5Y7/0.5】25-70A

桁色
確認
状況

彩度0.5　　　　　　　    〇

存在感・
圧迫感

暗い桁が、重たい印象 　✕

風景との
調和

彩度1.0　　　　　　　   〇

存在感・
圧迫感

軽快な印象ではない　　 △

桁色
確認
状況

候補色 ダークグレー
【5Y7/0.5】25-70A

風景との
調和

桁色
確認
状況

彩度0.5　　　　　　　   〇

明るい桁が、軽快な印象 ○

候補色

風景との
調和

存在感・
圧迫感

オフグレー
【5Y7/0.5】25-70A
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3 CIM 活用事例 
3.1 信号見通し確認 

第 5 径間は国道交差点部への架橋となり、施工

時は仮道による交通切り回しが必要となる。現道

交通への影響から、交差点部の施工期間短縮によ

る国道交差点の早期開通が求められた。国道に近

接する P4 橋脚を交差点への最接近位置とし、将

来維持補修時に交差点信号見通し確保可能とな

る橋脚配置に計画することで、側径間長を極力短

縮し、仮道利用期間の短縮を図った。 
従来の信号見通し検討は、平面図上にて視点位

置より対象物の視距ラインが阻害されないかの

検討となり、具体な視認性確認が困難である。 
本業務では車両走行 CIM モデルを作成し、走

行車両からの信号見通しの可視化確認を実施す

ることで、視認性確保および供用時の交通車両の

安全性向上に繋がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2 維持管理動線検証 

従来の点検経路検討は、平面・側面図上で点検

経路に該当部の着色や、矢印、コメントを記載する

方法が多く用いられる。しかし、この方法では概略的

なルート理解はできるが、桁下の検査路空間や移動

時の不具合等について詳細な把握が困難である。 

これらの問題を解決するため、本業務ではCIMモ

デルから点検時のシミュレーションを行い、計画した

点検経路の確認を実施した。特に下部工沓座部周

辺は桁や支承に加え、下部工付検査路や流末処理

排水管設置により、狭小な空間となることから、CIM

モデル活用を行うことで、点検経路確保について、

より具体的な確認が可能となった。 

 
 
 
 
 

 
3.3 景観性の検証 

本路線は羊蹄山・ニセコ連邦を眺望する走行環

境にあり、景観保全を目的とした景観整備が必要と

されている。対象橋梁は、交通量の多い国道交差点

と立体交差し、市街地より広角に視認されるため、周

辺景観に配慮した桁塗色の採用が必要である。 

桁塗色検討については、現地でパネルを使用し

た実物色の検討方法があるが、この方法では、架橋

時の具体的なイメージ把握が困難である。 

本業務では CIM モデルを用いて具体な架橋イメ

ージを作成し、周辺景観に配慮した桁塗色の検討

を実施した。検討の結果、周辺風景との調和に優れ、

明るい桁色により、存在感・圧迫感が軽減される桁

塗色「オフグレー」採用の妥当性を確認した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.4 日照阻害 

架橋に伴い一部近接家屋への日照阻害が生じる。

日照阻害は、午前 9 時～午後 3 時のうち、日陰とな

る時間が 3 時間以上となる場合に対象となる『公共用

地の取得に伴う損失補償基準要綱の施行について（昭和３７年６

月２９日閣議了解）第三』に規定されているため、本橋架

橋箇所における日照阻害時間の検証を実施した。 

近接家屋への日照阻害検証として、3D モデルを

用いた時間毎の日陰位置の確認を行った。検証の

結果、近接家屋に対する日照阻害時間は、約 2 時

間（AM9:00～AM11:00）であることが確認され、日照

阻害に該当しないことを確認した。 

 
 

橋脚部交差点部 橋脚部交差点部

＜午前 時＞ ＜午前 時＞ ＜午後 時＞
家家屋屋にに影影かかかかりりななしし家家屋屋にに影影かかかかりり有有りり家家屋屋にに影影かかかかりり有有りり

図 信号見通し検証モデル

図 維持管理動線確認モデル

表 桁色検討表

図 日照阻害検討モデル

※風景との調和は、周辺の新緑や紅葉（彩度7.0程度)より目立つことがないか確認。
　⇒ いずれも彩度0.5～1.0 で問題ないことを確認。

候補色 美笛グリーン
【5Y7/0.5】25-70A

桁色
確認
状況

彩度0.5　　　　　　　    〇

存在感・
圧迫感

暗い桁が、重たい印象 　✕

風景との
調和

彩度1.0　　　　　　　   〇

存在感・
圧迫感

軽快な印象ではない　　 △

桁色
確認
状況

候補色 ダークグレー
【5Y7/0.5】25-70A

風景との
調和

桁色
確認
状況

彩度0.5　　　　　　　   〇

明るい桁が、軽快な印象 ○

候補色

風景との
調和

存在感・
圧迫感

オフグレー
【5Y7/0.5】25-70A
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3.5 施工ステップ 

本橋は第 5 径間が国道交差点と交差し、A2 橋

台は現況交差点内に造成するため、橋梁架設と交

差点改良を同時施工にて計画している。また、施

工時は A2 橋台背面側に迂回路を造成し、交通切

回しによる施工時交通確保を行う計画とした。 
本橋施工計画において、交差点部における橋梁

架設は、交差点改変を伴う制約条件下での施工の

ため、施工ステップおよび、施工箇所と近接する

仮道交通の施工時安全性確保が課題である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2 次元図面による、施工ステップ図の作成では、

近接支障物への干渉や、重機、仮設材設置時の施

工時注意点等の見落としが懸念される。 
本業務では橋梁および交差点の CIM 統合モデ

ルを作成し、ヤード配置や仮設材、施工重機等の

モデル化により、仮道の近接状況を表現すること

で、施工状況の可視化確認が可能となり、施工ス

テップ計画の妥当性、施工時仮道近接状況の可視

化確認による走行車両安全性の確認を行った。 
 

3.6 工種と概算工事費のリンク 

対象橋梁は橋長 L=281m の長大橋であり、橋梁と

交差点改良の施工工程が輻輳する現場特性を踏ま

え、工区割り時に視覚的・直感的に分り易いよう、下

部工構造モデル（LOD300）に概算単価等のコスト情

報の紐付けを実施した。 

作成CIMモデル活用により、工区割り毎の下部工

概算工事費の速やかな把握が可能となり、後工程に

おける、工区割り検討の効率化が期待される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 まとめ 
本稿では、橋梁設計におけるCIM活用の一例を

示した。 
交差物件や近接構造物等から様々な制約を受け

る橋梁計画では、CIMモデルの活用により、現地と
の整合性や、計画の妥当性について可視化確認が

可能であり、従来の2次元図面のみの設計・計画と
比べ、精度向上、見落とし防止に有効である。 
ただし、現状、2次元図面と3次元モデルを各々作

成するため、作成期間・作業量増加が生じることから、

各ソフトウェア間の互換性向上が課題である。 
本検討が今後の橋梁設計・計画において参考に

なれば幸いである。 

下部工数量工費統括表

工種 種別 単位 数量 単価(千円) 工費(千円)
ｍ3
ｍ3
ｍ3

均しコンクリート ｍ2
基礎材 ｍ2

フーチング
―

P4橋脚

躯体工 躯体コンクリート

基礎工
―

細別

梁
柱

下部工モデル 

図 施工ステップモデル

図 概算工事費紐付けモデル

迂
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迂
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）
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切
替


